
○稲田議長 次に、渡辺議員。

〔渡辺議員質問席へ〕

○渡 辺議 員 自 由創 政 、戸田 議員 の代 表質問 に関 連して 質問 をし

たい と思 います 。私 が 最後に なり まし たね、 代表 質問の 。２ 日間

にわ たっ て自由 創政 は 行って まい りま して、 ８０ 項目の 代表 と関

連質 問と いうこ とで 最 後の質 問に なり ますん で、 一生懸 命や って

いき たい なとい うふ う に思い ます んで 、よろ しく お願い した いと

思います。

初 めに 、弓浜 地区 の 生活排 水対 策に ついて 質問 したい と思 いま

す。

昨 日の 代表質 問に お いて、 地元 説明 会でど のよ うな説 明を 行っ

たの か、 どのよ うな 意 見があ った のか という 問い に対し ての お答

えは 、公 共下水 道使 用 者と合 併処 理浄 化槽使 用者 の負担 経費 の比

較や 現行 の合併 処理 浄 化槽設 置の 補助 制度等 に関 する説 明を 行っ

たと 。そ して住 民か ら の意見 とし ては 、不公 平に 関する もの 、合

併処 理浄 化槽に 対す る 補助制 度の 拡充 、そう いう 意見が あっ たと

いう答弁をされました。

そ こで 、伺う んで す けど、 私も 、そ の説明 会、 私は行 って ない

んで すけ ど、行 かれ た 方から 何人 かお 話を聞 きま した。 そこ では、

先ほ どの 答弁の とお り 、説明 参加 者か らは、 経費 として 、合 併処

理浄 化槽 の場合 、下 水 道より 年間 １万 8,０ ０ ０ 円 高 く な る と い う

説 明 が あ っ た と 仄聞 し てます 。そ のよ うな説 明を された のか 伺い、

またその根拠について伺います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 住 民説明 会で の説 明内容 につ いてで ござ いま



すが 、昨 年１１ 月か ら １２月 にか けて 開催し まし た弓浜 地区 での

令和 ９年 度以降 の生 活 排水対 策に つい ての住 民説 明会で は、 公共

下水 道の 使用者 と浄 化 槽使用 者と の比 較とい たし まして 、平 均的

な４ 人世 帯を例 に挙 げ て、１ 年間 の下 水道使 用料 の額と 浄化 槽の

保守 点検 など維 持管 理 に係る 経費 を比 べると 、１ 万 8,０ ０ ０ 円 程

度 の 差 が 生 じ る 旨 の 説 明 を行 いま した 。これ はあ くまで 平均 的な

試算 結果 でござ いま し て、家 庭ご との 水道水 の使 用水量 の多 寡や

浄化 槽の 規格に よる 人 槽の違 いの ほか 、保守 点検 を依頼 され る業

者な どに よりま して 金 額の違 いが 生じ る旨の 説明 も併せ て行 った

ところでございます。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 そ こで 聞 いたら 、１ 万 8,０ ０ ０ 円 高 い で す よ と 、 合

併 槽 の 補 助 は 令 和８ 年 までで すよ と、 そうい うよ うな説 明さ れた

ら、 それ はちょ っと 怒 ります よね 。そ れで、 もう 下水道 はつ けま

せん って いう話 です か ら。令 和４ 年の ７月に 私は 下水道 を弓 浜地

区に 入れ るのか って い う質問 をし たと き、初 めて もう入 れな いと

いう 答弁 をされ て、 そ れから この 地元 説明等 に入 られて 、こ れは

１年 以上 期間が あっ た わけで すよ ね。 １年以 上か 、期間 があ った

んで すけ ど、そ こで ど ういう こと を説 明する かっ ていう のを きち

っと 描い ていか れれ ば 僕はよ かっ たと 思うん です けど、 それ を聞

いた 弓浜 地区の ５地 区 の人は 、単 純に 、下水 道を 入れな いっ てい

うの は物 すごく 下に 見 られた よう な感 覚を持 って 受け止 めら れて

おられます。非常に不評です。

そこで、保守点検料が１万 5,０００円、清掃４万円、法定検査 5,

２ ０ ０ 円 と い う こ と で す け ど も 、 本 市 におけ る令 和４年 度の 浄化



槽の維持管理の実施率について伺いたいと思います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 浄 化槽の 維持 管理 の実施 率に ついて のお 尋ね

でご ざい ますが 、本 市 におき ます 令和 ４年度 の値 は、保 守点 検が

８ 5.５％、清掃が４ 9.８％、法定検査が５ 1.７ ％でございます。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 こ れは ず っと言 って るん ですけ ど、 合併槽 を入 れて

処理 水は 川に流 れる ん ですよ ね。 そう いう中 で、 清掃と 法定 検査

って いう のは約 半数 の 方が受 けて おら れない 。そ れが川 に流 れて

いく 川は 河口閉 塞す る 。水質 検査 して るよう なこ とも言 われ ます

けど も、 本当に 保た れ てるの かっ てい うのは 非常 に不安 に思 って

ます 。そ こら辺 の生 活 環境も 非常 に弓 浜部の 人た ちって いう のは、

これは悪くなってるというふうに感じてます。

法 定検 査に至 って は 、平成 ２９ 年は ５ 2.７ ％ 、 要 は 下 が っ て る

ん で す よ ね 、 受 け る 人 が少な くな って きてる と。 それで 、な おか

つ令 和４ 年度末 の合 併 槽の設 置数 は県 内４市 でい くと、 倉吉 は７

９０ 、境 港が 1,７ ２ ０ 、 鳥 取 が 2,９ ６ ９ 、 何 と 米 子 市 が １ 万 3,９

０ ０ 、 そ れ ぐ ら い 設 置 さ れ て る ん です よね、 米子 市の場 合は 。そ

うい う中 で、そ うい う 検査っ てい うの もあま り行 われて いな い。

これ はも う確固 たる 事 実。た だし 、県 内でも 同じ ような 数字 なの

は私 も理 解して ます 。 単純に 米子 市が 一番悪 いと いうこ とは 言い

ません。

そ うい う中で 、米 子 市と県 内１ ９市 町村に おけ る非水 洗化 人口、

これはどのような状況か伺います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。



○遠 藤下 水道部 長 非 水洗化 人口 につ いてで ござ います が、 これ

はト イレ が水洗 化さ れ てなく 、く み取 りによ るし 尿処理 の人 口の

こと でご ざいま して 、 令和３ 年度 にお けます 本市 の非水 洗化 人口

は１ 万９ ２人で 、県 内 １９市 町村 で最 多でご ざい ます。 また 、非

水洗 化率 は県内 平均 5.７ ％ に 対 し ま し て 、 本 市 は 6.９ ％ で ご ざ い

ます。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 １ 万人 以 上、今 現在 くみ 取りの 方が いると 。多 分状

況的 には 、これ は全 部 ですか ら、 下水 道がつ いて ても接 続し てな

い中 心部 の方も おら れ るって いう のは 理解し ます 。これ が全 て弓

浜地 区で はない と。 水 洗化率 でお 聞き すると 、ど うして も分 子と

分母 の関 係で、 米子 市 は１５ 万人 の中 の１万 を割 ると低 い数 字に

なる んで 、全体 的に は ですけ ども 、郡 部の町 村で いきま すと 、例

えば ５０ でもそ この 人 口は数 千人 とい うこと にな るんで 、逆 に上

がっていくという仕組みになります。

そ こで 、２０ ２０ 年 度の全 国で この 非水洗 化人 口は米 子市 は１

１６ 位で す。イ ンタ ー ネット で調 べる と、環 境省 のです か、 １１

６位 。１ １６位 って そ んなに 悪く ない んじゃ ない って思 われ るか

もし れま せんけ ど、 1,７ ２ ４ 市 町 村 中 で す 。 鳥 取 県 で は 上 位 です

ね、 さっ きの数 値で す から一 番上 位で す。こ れ戸 数で私 調べ ます

と、 くみ 取りを やっ て おられ るお うち の方、 今、 人口と いう のは、

１戸 に何 人おら れる と その人 数を 掛け ていく とい うこと です から、

戸数 で見 ると、 これ は 業界に 聞い たん ですけ ど、 くみ取 りが 4,３

９ ９ 件 、 こ れ は 単 独 槽 、 い わ ゆ る トイ レの部 分だ けをや る、 これ

は合 併槽 に切り 替え な きゃい けな い、 今補助 もな いそう です けど、



それ が 3,４ ６ ８ 件 あ る と い う ふ う に 聞 い て ま すか ら、こ れを 合わ

せて も 8,０ ０ ０ 戸 近 く が 改 良 し て い か な け れ ば水 洗トイ レが 使っ

てい けな い、単 独槽 は あるん です けど 、こう いう 状況が 米子 市に

あるということを理解していただきたいと思います。

こ のた び弓浜 ５地 区 が下水 道処 理区 域から 外れ ること にな りま

したが、将来の下水道料金に影響があるのか伺います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 弓 浜地 区 の生活 排水 対策 につき まし ては、 昨年 来い

ろい ろと 住民説 明会 な どで弓 浜地 区、 各地区 に伺 わせて いた だい

てお りま すけれ ども 、 その際 、も し仮 にまず い説 明等あ って 誤解

等を 生ん でるよ うで ご ざいま した ら、 これは 本当 に申し 訳な かっ

たと 思い ます。 これ は 真摯に 説明 を繰 り返し つつ 御理解 をい ただ

きたいというふうに思っております。

そ こで 、下水 道料 金 に与え る将 来的 な影響 につ いての お尋 ねで

ござ いま すけれ ども 、 下水道 使用 料に つきま して は、下 水道 施設

の建 設に かかる 費用 と 、それ から 維持 管理に かか る費用 を賄 える

水準 に設 定をし てお り ますの で、 現在 の下水 道事 業全体 計画 の区

域に なっ ている 全域 に おいて 公共 下水 道を整 備で いく場 合と 比べ

まし て、 建設費 や維 持 費の両 面に おい て今回 の計 画変更 によ りま

して 低減 が図ら れる こ とにな りま すた め、将 来的 には下 水道 使用

料の上昇が抑えられるものと考えております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 何 か変 な 話です ね、 聞い てると 。逆 に下水 道利 用者

の方 は使 用料の 上昇 、 いわゆ る値 上げ 幅が縮 小す ると、 将来 的に、

そう いう 意味だ と思 う んです けど も、 抑えら れる という 皮肉 な状



態が 起こ ると。 それ は なぜか とい うと 、弓浜 部に おける 公共 下水

を入 れる 工事費 が非 常 に多額 にか かる という こと ですね 。そ れが

かか らな くなっ たん で 、それ を全 部や り遂げ たら それだ け下 水道

料金 の値 上げ幅 は大 き くなる んだ けれ ども、 そう いう投 資が なく

なったんで、それが控えられるという非常に皮肉な状況です。

私 は大 篠津な んで す けども 、４ ０年 以上前 から 水洗ト イレ です

ね、 私の ところ は。 今 、各自 治会 に呼 ばれて 話に 行くん です けど、

この 話を してく れっ て いう自 治会 が非 常に多 いも んです から 。そ

うす ると 、下水 道っ て いう話 じゃ なく て、生 活排 水対策 で一 番顕

著な のは 水洗ト イレ に なれる かど うか 、それ に対 しては いろ んな

方法 があ ります よっ て いう説 明を して ます。 それ の一つ が下 水道、

そし てコ ミプラ 、農 集 、それ から 合併 処理浄 化槽 。だか らど れか

を使 って 水洗ト イレ に して生 活状 況の 改善を 図っ ていく とい う話

なん で、 下水道 が来 な くなっ たか ら、 もうく み取 りでし かな いと

いう 話で はない です よ と、そ れの やり 方って いう のは市 は説 明し

てま すよ という 説明 で 歩いて いま す。 そこら 辺の 御理解 がま だち

ょっ とで きてい ない 。 下水が 来な いと もう一 巻の 終わり だみ たい

な、 行か れた方 はそ う 思われ た方 があ るよう です んで、 そう じゃ

ないです。

そ れは 一つ一 つに も 原因が ある んで すけど 、ど うして も合 併槽

は軽 自動 車１台 分の 土 地がな いと 入ら ないん です よね。 です から

そう いう 土地が ない 人 もあっ たり 、今 ある合 併槽 を新た に替 えよ

うと 思っ たら場 所を 変 えなき ゃい けな い。そ うす ると、 ぐる っと

土地 の後 ろに行 くと 接 続まで に１ ００ 万かか ると かって いう 業者

から 見積 りが出 たと か 、そう いう 方も おられ ます 。そう いう 中で、



現在 の米 子市の 補助 事 業、令 和８ 年度 で終了 する と。概 成１ ０年

です から という こと で すけど も、 下水 道処理 区域 から外 れた 弓浜

５地区については今後どうされるのか伺います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 補 助事業 の今 後に ついて のお 尋ねで ござ いま

すが 、現 在行っ てお り ます合 併処 理浄 化槽設 置整 備補助 金は 、米

子市 生活 排水対 策方 針 の中で 国が 示す １０年 概成 期間で ある 令和

８年 度ま でに汚 水処 理 人口普 及率 ９５ ％達成 を目 標とい たし まし

て、 実施 期間を 令和 ８ 年度ま でと 設定 をした もの でござ いま す。

この 合併 槽への 切替 え に対し ます 補助 制度に つき まして は、 １０

年概 成後 の令和 ９年 度 以降も 継続 して 行うこ とを 念頭に 作業 を進

めて おり まして 、必 要 に応じ 国へ の要 望を行 いな がら補 助制 度の

拡充 も含 め検討 して ま いりた いと 思い ます。 また 、引き 続き 住民

の皆 様か らの意 見、 要 望等の 把握 に努 めます とと もに、 合併 処理

浄化 槽を 主体と する 生 活排水 対策 への 移行に 伴い ます課 題等 につ

いて 、そ の解決 に向 け た取組 を検 討し 、実施 可能 なもの から 順次

行っていきたい、このように考えております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 続 けて い ただき たい と思 います 。今 のこの 事業 って

いう のは 、県の を見 る と、下 水道 等整 備まで の間 、米子 市の 場合、

水洗 化を 希望す る住 民 等に対 し、 浄化 槽整備 を促 すため 必要 な経

費の 支出 を行う こと と して、 今後 ８年 で合併 浄化 槽を８ ００ 基整

備す る計 画だと いう こ とで県 は予 算取 りをし てお られま した 、ず

っと 。こ れは国 庫ゼ ロ 、県単 費１ ００ ％の補 助と いうこ とで すね。

とい うこ とは、 今の お 話です と、 国に ももち ろん 、概成 が終 わる



んだ から 、環境 省な の かな、 これ は合 併槽で すか ら要望 して いた

だき 、そ して県 も、 こ れとは もう 全く 別のフ ェー ズに入 って るん

で、 これ は米子 市が ま だ下水 道で やり ますよ と。 ただし 、そ の間、

水洗 化が できな いと こ ろに対 して は９ ５％の 補助 が出て る。 だか

ら令 和８ 年度ま でで す よと、 概成 １０ 年です から 。そう いう 補助

制度 なん で、き ちっ と 県との 話も して いただ かな いと、 補助 等が

つかないとかなりの支出があるということになると思います。

そ れで 、米子 市生 活 排水対 策方 針に おいて 、弓 浜地区 の生 活排

水を 集合 下水道 また は 農業集 落排 水が 考えら れる が、農 集は 弓浜

地域 の都 市計画 用途 指 定地域 、こ れは 工業地 域及 び工業 専用 地域

等へ の適 用がで きな い ため、 農集 を導 入して も重 金属を 含む 工業

排水 は公 共下水 道で 処 理する 必要 があ ること 、処 理場を 複数 設置

する こと となり 、維 持 管理費 の増 大が 想定さ れる ことか ら、 持続

可能 な事 業運営 の観 点 からも 公共 下水 道によ り整 備を実 施す るこ

とと しま すとあ りま す 。この たび 公共 下水道 で整 備しな い弓 浜地

区に は和 田浜工 業団 地 、鉄工 団地 があ ります が、 今後ど のよ うな

整備を行うかを伺います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 今 後の整 備に つい てでご ざい ますが 、こ れは

公共 下水 道が未 整備 に なった ため に工 業団地 等か らの排 水の 環境

面に 対し ての整 備に つ いての お尋 ねの ことだ と思 います が、 平成

３０ 年度 に策定 いた し ました 現行 の生 活排水 対策 方針で は、 弓浜

地区 は公 共下水 道を 整 備する こと とし ており まし たが、 この たび

の方 針見 直しに よっ て 、令和 ８年 度末 までに 弓浜 地区の 一部 は公

共下 水道 による 整備 が できな い区 域と なりま すこ とから 、合 併処



理浄 化槽 を主体 とし た 対策へ の移 行に 伴いま して 、議員 御指 摘の

とお り、 和田町 と夜 見 町の工 業団 地、 鉄工団 地は 未整備 区域 とな

ります。

当 区域 におき まし て は、現 在、 各事 業者の 責任 におい て水 質基

準を 満た した排 水が な されて おり 、ま た必要 に応 じて鳥 取県 と連

携い たし まして 周辺 河 川の水 質検 査等 を実施 して いると ころ であ

り、 生活 排水対 策方 針 の見直 しに 伴い 新たな 排水 対策の 整備 を行

うことは現時点では考えてございません。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 ち ょっ と その答 弁は おか しいで すよ ね。重 金属 を含

む工 業排 水は公 共下 水 道へ処 理す る必 要があ ると 、だか らも う下

水な んだ と言わ れな が ら、ち ゃん と処 理して るん で考え てい ない

とい う答 弁です ね。 他 市なん かで は、 重金属 を含 む工業 排水 を工

業団 地排 水処理 セン タ ーとい うの を別 に建て て処 理して ると ころ

もあります。

そ れで 、先ほ どの 答 弁だと 、県 も含 めて河 川の 水質検 査を 行っ

てる とい う答弁 です け ど、ど うな のか 、鉄工 団地 の場合 、建 屋に

入っ てる んで、 そん な に水を 使っ てあ れが出 るの かどう なの か分

から ない んです けど 、 要望し てお きま すけど 、和 田浜工 業団 地は

かな り産 廃の業 者さ ん が多い です 。雨 が降る と、 野積み にさ れて

る方 もい っぱい おら れ ますの で、 それ が雨に 当た って建 屋か ら側

溝に 流れ 、川に 流れ て ます。 要す るに 雨水の 処理 も一緒 にで きれ

ば一 番い いんで しょ う けど、 ただ 単純 に工場 から 出るの はそ うい

う汚 染が あるよ うな も んでは ない んで すけど 、私 たちの 地域 の人

がい つも 心配す るの は 、逆に 雨が 降っ たとき 、ど んな水 が流 れて



るん だと 。です から 要 望して おき ます 。晴れ のと きばっ かり に検

査に 行か ずに、 雨の 日 にも水 質検 査に 行って いた だきた いな と、

これは要望しておきたいと思います。

次 に、 鳥取市 は、 合 併処理 浄化 槽設 置整備 事業 補助金 交付 要綱

において補助をされてます。その内容を伺います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 鳥 取市の 合併 処理 浄化槽 設置 整備事 業補 助金

の内 容で ござい ます が 、概要 は、 本市 とほぼ 同様 で、公 共下 水道

等事 業計 画区域 外及 び 整備が 見込 まれ ない区 域を 対象と して 、単

独処 理浄 化槽ま たは く み取り 槽か ら合 併処理 浄化 槽への 切替 え費

用に対する補助を行っておられると承知しております。

本 市の 補助制 度と の 違いと いた しま しては 、補 助対象 では 、鳥

取市 は、 条件付 では ご ざいま すが 、新 築の際 の本 体設置 工事 費や

切替 え設 置のた めの 宅 内配管 費用 、そ のほか 単独 または くみ 取り

槽の 撤去 に係る 工事 費 用も対 象と なっ ており ます 。補助 額に つい

てで ござ います が、 本 体設置 に係 る補 助額は 本市 より低 いで すが、

鳥取 市の 場合、 宅内 配 管や撤 去費 用も 補助対 象と なり得 るこ とか

ら、 ケー スにも より ま すが、 トー タル で本市 より 手厚い 補助 制度

となるものと思っております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 先 ほど も 申し上 げた んで すけど 、新 たにつ ける 場合

は軽 自動 車１台 分が あ ればい いん です けども 、も ともと 切り 替え

る場 合っ ていう のは 、 私も本 人さ んか ら聞い たん ですけ ど、 合併

槽を 入れ た上に 車庫 を 建てて しま った と。車 庫を 取れな いん で奥

につ けて くれっ て言 っ たら、 撤去 はで きない んで すけど 、宅 内配



管、 下水 も一緒 です よ ね。今 、河 崎と かでや って おられ ます けど

も、 宅内 配管は 自己 負 担です から 下水 も。ト イレ が遠い とこ ろに

ある とず っと持 って こ なきゃ いけ ない んで、 これ もある 方だ った

です が、 河崎の 、そ れ に１０ ０万 かか るとい うの で、ち ょっ と下

水に つな ぐかど うか 非 常に考 えて ると いうよ うな お話も 聞い てま

す。

そ こで 、先ほ どの 鳥 取市の お話 もあ ったん です けども 、現 在、

米子市は新築の場合、補助をしてません。検討されませんか。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 新 築の補 助に つい てのお 尋ね でござ いま すが、

新築 に伴 いまし て公 共 下水道 に接 続す る場合 と、 合併処 理浄 化槽

を新 設す る場合 では 排 水設備 の設 置費 用にか かる 負担の 差が 生じ

てお りま して、 負担 の 公平性 の観 点を 踏まえ た制 度設計 が必 要で

ある と認 識をし てお り ます。 こう いっ た状況 です ので、 公共 下水

道使 用者 と浄化 槽使 用 者の負 担の 公平 性をど のよ うに保 って いく

のか とい う全体 の枠 組 みの中 で、 新築 家屋に 対す る補助 につ いて

も検討してまいりたい、このように考えてございます。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 そ れは よ ろしく お願 いし ます。 それ で、一 番究 極的

な公 平性 を保つ のは 何 だって いう のは もう大 体分 かって て、 昔は

市町 村設 置型合 併浄 化 槽って 言っ たん ですけ ど、 今は公 共浄 化槽

とい う呼 び方を する よ うです 。私 、そ の頃、 十数 年前ぐ らい はす

ごく 視察 に行き まし た 。池田 市だ った か、あ れは 徳島か 、何 か所

か行 って 議会で 、そ の 十数年 前に も、 もう無 理じ ゃない かと 、公

共下 水道 を弓浜 部に 入 れるの は。 だっ たらい ち早 く水洗 トイ レ、



何千 戸っ ていう のが 今 もくみ 取り 式で やって おら れる。 ここ にお

られ る人 でくみ 取り の 方があ るの かど うなの か分 かりま せん けど、

何千 軒っ ていう のは ま だくみ 取り の状 況なん です 、米子 市の 場合

は。

そ うす ると、 それ に 対して 当局 の答 弁って いう のは、 いや 、下

水を 入れ ますの 一点 張 りだっ たで す。 下水が 行き ますん で、 そう

いう こと をする 必要 は ないで す、 これ が答弁 だっ て、い つの 間に

かそ うい う議論 をし な くなっ たん です けども 、そ こで、 多く の自

治体 で市 町村設 置型 合 併浄化 槽、 いわ ゆる今 でい う公共 浄化 槽が

行われてますけども、どのような内容であるのか伺います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 市 町村設 置型 合併 浄化槽 、い わゆる 公共 浄化

槽の 内容 につい てで ご ざいま すが 、端 的に申 しま すと、 市町 村が

計画 的に 個人の 住宅 等 、敷地 内に 浄化 槽を設 置し 、市町 村が 浄化

槽管 理者 として 維持 管 理を行 うも ので あり、 対象 は合併 処理 浄化

槽のみのものでございます。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 大 概の こ れを行 って る市 町村だ った ら、既 存で ある

合併 処理 槽は寄 附し て もらっ て、 先ほ ど部長 が言 われま すよ うに、

新規 の場 合は市 が入 れ て、先 ほど 質問 した清 掃で あると か法 定検

査っ てい うのは 市が や るとい うこ とに なると 、管 理する 合併 槽っ

てい うの は１０ ０％ そ れが到 達で きる という よう な流れ だと 思い

ます。

そ こで ですけ ども 、 今現在 、Ｐ ＦＩ による 公共 浄化槽 整備 事業、

これ を環 境省が 提案 さ れてま す。 その 内容と 国庫 助成に つい て、



またメリットについても伺いたいと思います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 Ｐ ＦＩの 内容 と国 庫助成 等に ついて の御 質問

でご ざい ますが 、Ｐ Ｆ Ｉは公 共浄 化槽 を整備 する 際に市 町村 が民

間事 業者 と契約 し、 設 置工事 及び 維持 管理を 委託 するも ので あり、

市町 村に 代わり 民間 事 業者が 浄化 槽管 理者と なる 制度で ござ いま

す。 ＰＦ Ｉの導 入に 当 たって は、 コス ト縮減 や経 営改善 の検 討、

これ を目 的とす る調 査 、設計 等に 要す る費用 を補 助対象 とし た国

庫助 成の メニュ ーが ご ざいま す。 ＰＦ Ｉのメ リッ トとい たし まし

ては 、市 町村に おけ ま す事務 負担 の軽 減や事 業に 要する コス トの

縮減につながることなどと理解しております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 も とも と 維持管 理等 のい ろんな かか る経費 は、 業者

さん から はずっ と市 は 言われ てま すよ ね、徹 底し てくれ と、 合併

槽を 入れ てる方 には き ちっと 受け るよ うに指 導を してく れと 言わ

れて ます けど、 そこ は 。ただ 、法 定検 査は違 った と思う んで すけ

ど、 あと 、清掃 とか っ ていう のは 義務 ですよ ね。 あれや らな いと

罰則 規定 がある と思 う んです けど 、そ れもな かな か一軒 一軒 探し

て、 あれ は１０ ０万 円 以下の 罰金 か何 かなん です けど、 半数 以上

がや って ないの に野 放 し状態 とい うの が続い てる んで、 私は 、こ

の公共浄化槽っていうのはいいもんだなとは思ってます。

そ こで 、この タイ プ の事業 を米 子市 の一番 近く でどこ がや って

るの かな ってい うと 、 日南町 です 。日 南町は 、最 初から 公共 下水

道で はも う整備 でき な いと。 集落 は離 れてま すし 、一軒 一軒 も点

在し てる んで、 最初 か らもう 公共 下水 道には 取り 組んで ませ ん。



農集 と合 併処理 浄化 槽 で水洗 化を やっ ていく とい う方針 です 。日

南町 では 公共下 水道 で ないの をや って るんで すけ ども、 日南 町の

公共浄化槽の制度の内容について伺います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 日 南町の 公共 浄化 槽の制 度で ござい ます が、

日南 町は 、農業 集落 排 水施設 の整 備を 平成５ 年度 に開始 をし てお

り、 その 後、公 共浄 化 槽の制 度を 平成 ９年度 から 始めて おら れま

す。 新設 設置の 場合 、 町が設 定し た区 域内に おい て町が 浄化 槽を

設置 し、 使用者 は設 置 費用の 一部 を加 入分担 金と して負 担さ れま

す。 ただ し、宅 内配 管 など排 水整 備工 事は使 用者 負担で 行う こと

となっております。

ま た、 維持管 理に つ きまし ては 、町 と個人 が土 地の使 用貸 借契

約を 取り 交わし た上 で 、町が 保守 点検 、清掃 、法 定検査 を実 施し、

使用 者は 、農業 集落 排 水事業 と同 じ料 金表を 基に 電気代 相当 部分

を引 いた 額を公 共浄 化 槽の使 用料 とし て負担 して いるも ので ござ

います。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 米 子市 も 下水の 場合 、さ っきお っし ゃられ まし たけ

ど、宅内配管等は当事者の負担ですから。

そ こで 、この 日南 町 の取組 、公 平性 が保た れて ると考 える んで

すが、所見を伺います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 日 南町の 取組 の公 平性に つい ての所 見と いう

こと です が、日 南町 の 公共浄 化槽 に係 る加入 分担 金と使 用料 は、

農業 集落 排水施 設使 用 者と同 水準 の負 担とな るよ うに設 定を され



てい るこ とから 、費 用 負担の 点に おき まして は公 平性が 保た れて

いると考えております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 日 南町 の 場合は 地理 的な 条件で こう いうこ とに なっ

た。 米子 市の場 合は 、 工事の 遅れ でも う概成 １０ 年が来 たん で、

こういう状況になったということになります。

そ れで 、公共 浄化 槽 、米子 市に 導入 した場 合、 どのよ うな 問題

点があるのかを伺います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 米 子市に 導入 した 場合の 問題 点、課 題に つい

ての お尋 ねです が、 浄 化槽の 設置 工事 におき まし て、行 政側 の整

備計 画に 個人が 合わ せ る形に なり 、個 人のニ ーズ に合わ せた 設置

が困 難に なるこ とで す とか、 個人 の敷 地内の 浄化 槽が市 の所 有物

とな るこ とから 、新 た に浄化 槽の 管理 や事務 負担 が生じ るこ と、

将来 、空 き家に なっ た 場合の リス クが 生じる こと 、その ほか にも、

浄化 槽の 使用料 につ い て、日 南町 の農 業集落 排水 事業の 使用 料は

基本 料金 と世帯 の人 数 による 料金 体系 となっ てお り、料 金の 算出

が比 較的 容易で ござ い ます。 一方 で、 本市の 下水 道使用 料は 、基

本料 金と 上水道 の使 用 水量に 応じ た累 進従量 制で あり、 仮に 浄化

槽の 使用 料を下 水道 使 用料と 同じ 料金 体系と する と、新 たに 使用

水量 の把 握や使 用料 算 出のた めの シス テム導 入な どの経 費が 必要

とな り、 また事 業実 施 に係る 使用 水量 認定事 務や 使用料 の賦 課徴

収、 滞納 整理な どの 事 務量の 増加 や、 それに 伴う 人員体 制の 整備

などが必要になるものと思ってございます。

○稲田議長 渡辺議員。



○渡 辺議 員 そ のた め にもＰ ＦＩ のお 話をさ せて いただ いた んで

すけ ども 、これ が最 後 の質問 にな るん ですけ ども 、ずっ と最 初か

らそ うで すけど も、 住 民の方 から も言 われて ます 。公平 性の 観点

から も公 共浄化 槽を 検 討する 必要 があ ると考 える ところ です が、

所見を伺います。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 公 共浄化 槽の 検討 も必要 では ないか とい う御

質問 でご ざいま すが 、 公共浄 化槽 の制 度につ いて は、公 平性 のメ

リッ トが ある反 面、 さ きに答 弁し たと おり課 題も あると いう 認識

を持っております。

い ずれ にしま して も 、今後 、弓 浜地 区の生 活排 水対策 を進 める

には 、合 併処理 浄化 槽 の普及 促進 、浄 化槽設 置後 の適正 な維 持管

理の 履行 、さら には 、 公共下 水道 使用 者との 負担 の公平 性を 高め

る制 度設 計が重 要で あ ると思 って おり ます。 加え まして 、事 業の

実施 に当 たり持 続可 能 性の視 点も 必要 となる こと から、 これ らの

課題 解決 に向け て多 角 的に検 討を 行い 、具体 的な 制度設 計を 進め

てまいりたいと思っております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 多 角的 な 検討の 中に 、も う公共 浄化 槽も検 討の 中に

ある とい うふう に理 解 をしま した 。で すから 検討 をして いた だき

たいと。

そ して 私は、 やっ ぱ り公平 性の 観点 ばかり でな く、環 境で すね、

かな り環 境面は ある ん ですよ 、こ れ。 皆さん 、弓 浜に住 んで おら

れな い方 が多い んで 分 かりづ らい んで すけど も、 物すご く臭 う川

があ るん ですよ ね、 中 には。 そう する と、そ こに 一つ工 場が ある



けん 、そ の工場 が犯 人 じゃな いか どう だって いう 話もあ る。 河口

閉塞 する と、ぶ くぶ く 泡が湧 いて るよ うな川 もあ るんで すよ ね。

部長 、開 けてく ださ い よ、本 当河 口閉 塞した ら素 早く。 そう しな

いと 、非 常に環 境面 で の負荷 もか かっ てる。 そう いう中 で下 水道

をし ない と言う んで す から、 早め に公 共浄化 槽の 検討を 進め て、

早め に弓 浜部の 市民 の 皆さん に公 平性 の担保 を米 子市が 行っ たと

いう のを 示して いた だ きたい 。こ れを 要望し て、 次の質 問に 移り

ます。時間はたっぷりあるんですね。

家 庭ご みの戸 別収 集 、代表 でや って いただ きま した。 市は 戸別

収集 、今 現在も やっ て おられ るん です けども 、そ の基準 と現 在の

状況 につ いて伺 った ら 、自治 会や 集合 住宅の 管理 者等に 行っ てい

ただ いて いると 。そ れ で、ご み集 積場 所が約 ６万 7,０ ０ ０ 世 帯 分、

９ 8.６ ％ で 、 戸 別 収 集 が 1,０ ０ ０ 世 帯 、 1.４ ％ と な っ て る と い う

答弁ですけど、これは私はちょっと本当にこの数字なのかなと。

と いう のは、 ６万 8,６ ７ ４ 世 帯 っ て い う の が 令 和 ６ 年 の 世 帯数

です 。そ うする と、 ほ ぼ全世 帯が 網羅 されて ると いうこ とに なり

ます よね 、これ でい く と。後 でも やり ますけ ども 、自治 会の 加入

率っ てい うのは ６０ ％ を切っ たん です よね、 最近 。４割 以上 の人

は自 治会 に入っ てな い 。そう いう 状況 で全て の自 治会が 管理 する

ごみ ステ ーショ ンに 持 ってい くこ とを 許可し てる のであ れば 、こ

れ自 治会 の加入 率落 ち ますよ 。自 治会 が管理 して いるス テー ショ

ンに 出す ことが なか な かでき ない んで 、皆さ んが 自治会 に入 って

いく と。 でも捨 てれ る なら、 いろ んな 行事や いろ んな集 金に 回ら

なく ても いいな らっ て いうこ とに なる と思い ます 。逆に 市が 全部

受け ると ってい う、 私 は単純 にそ う思 うんで すけ ど。で すか ら代



表へ の答 弁はど うな の か。と いう のは 、一番 私、 今回の 質問 の中

で、 きち っとし た実 態 、実数 をつ かん でおら れな いこと が多 いん

ですよね、米子市さんは。

そ こら 辺でこ の質 問 をして いき たい なとは 思う んです けど も、

初め に、 戸別収 集は 現 在 1,０ ０ ０ 件 と い う 答 弁 を い た だ き ま し た

けども、どのような理由、基準で行われてるのかを伺います。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 戸 別収 集を 行って いる 理由で ござ いま

すけ ども 、本市 では 、 平成２ １年 度に 収集時 間の 短縮、 収集 経費

の削 減及 び収集 作業 員 の負担 軽減 の観 点から 、ご み置場 ステ ーシ

ョン 化実 行計画 とい う 計画を 策定 し、 ごみの ステ ーショ ン収 集を

進め てお ります 。そ し て現在 、戸 別で の収集 を行 ってい る箇 所は、

この 平成 ２１年 度の 計 画の作 成以 前か らある 置場 でござ いま して、

道路 幅が 狭く、 かつ 住 宅密集 地で ある など、 地域 ごとの 事情 によ

り集 約す る場所 が確 保 できな いた め、 やむを 得ず 戸別で の収 集を

行っ てい るもの でご ざ いまし て、 この 計画策 定以 降、新 たな 戸別

収集については実施しておりません。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 質 問し な がら、 どな たに 向かっ て言 えばい いか な。

長谷 川さ んが座 って お られる んで すね 、そこ にね 。了解 しま した。

そ れで 、これ は地 理 的条件 が原 因だ という こと ですよ ね。 ほと

んど 解消 してな いで す よね、 これ もね 。もう 固定 化して る。 でも

戸別 収集 してい ただ い てる地 区が ある んです ね、 米子市 には 。こ

れは ずっ と課題 で、 米 子市が 収集 をや められ たと きでし ょう か、

ステ ーシ ョン化 を強 く 推し進 める 。で も戸別 収集 がある のは 、こ



れも いわ ゆる不 公平 じ ゃない かと 。こ れまで は持 ってい かな くて

も家 の前 へ出し とけ ば 収集し てい ただ けたの を、 いや、 もう ステ

ーシ ョン 化だよ と。 で も 1,０ ０ ０ 軒 の 家 の 人 は い い で す よ 、 家 の

前で 集め ますよ と。 で も言え ば、 空き 家も出 たり 、土地 があ って

もス テー ション は貸 さ ないと か、 いろ いろな 理屈 を言っ とけ ばス

テー ショ ン化は しな く て済む と、 そう いうよ うな 状況で 現状 で今

もそ うい う流れ が続 い てるん で、 戸別 収集を やっ ていな いわ けで

ないということの確認の質問です。

経 費、 戸別収 集と 集 積所の 収集 で差 がある のか を伺っ てい きた

いと思います。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 戸 別収 集と 集積所 によ る収集 での 経費

の差 でご ざいま すけ れ ども、 ごみ 置場 のステ ーシ ョン化 につ きま

して は、 収集時 間の 短 縮、収 集経 費の 削減及 び収 集作業 員の 負担

軽減 を目 的とし て実 施 してい ると いう ことで ござ います けれ ども、

この 戸別 収集を 行い ま すと、 それ ぞれ の御自 宅前 にごみ を収 集に

伺う こと になり ます の で、ス テー ショ ン収集 方式 に比べ て収 集箇

所が 増え ます。 そう し ますと 、収 集作 業に時 間を 要する こと にな

りま す。 また、 狭い 道 路など 作業 の安 全性の 確保 が困難 とな る箇

所も 考え られま すこ と から、 これ らの ことを 考え ますと 、や はり

どう して も収集 に時 間 を要す るこ とに なりま して 、結果 とし て、

収集 運搬 車両の 台数 の 大幅増 が必 要と なりま して 、収集 経費 は相

当増になるものと考えております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 大 幅増 だ という 、狭 い道 路が云 々っ ていう 答弁 もあ



った んで す。狭 い道 路 のとこ ろは 今も 戸別収 集も してる んじ ゃな

いで すか 、結局 。置 場 がステ ーシ ョン 化がで きな くて、 そう だと

思い ます よ、私 は。 そ れと、 大幅 増で すけど 、こ れから 議論 して

いく のは 、私は 、む や みに全 部や れと は言わ ない んです よ。 高齢

者や 障が い者、 いわ ゆ る全国 の自 治体 で取り 組ん でいる ふれ あい

収集 と言 われる 収集 で すね。 そう いっ た方が ステ ーショ ンま で持

って いく のが非 常に 大 変だか らと いう ことで すか ら、そ のエ リア

をや ると きに、 何軒 あ るのか 、何 軒増 えるの かと いう話 をさ せて

いただいてます。

そ こで 、伺い たい ん ですけ ど、 この たびの 当初 予算で 、福 祉事

業者 ごみ 出し拠 点整 備 事業、 これ が提 案され てま す。市 内２ か所

に福 祉事 業者専 用ご み 収集拠 点を 設置 する、 １０ ０万円 は備 品購

入費 とな ってま すが 、 対象者 の基 準と 事業の 内容 を伺い たい と思

います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 福祉事 業者 ごみ 出し拠 点整 備事業 の対 象者

の基 準と 事業の 内容 に ついて のお 尋ね でござ いま す。対 象者 は、

高齢 者や 障がい 者の う ち、御 自身 でご み出し を行 うこと が困 難で、

訪問 サー ビスに よる ご み出し 支援 を受 けてお られ る方で ござ いま

す。 事業 の内容 とし ま しては 、高 齢者 や障が い者 のごみ 出し の負

担軽 減を 図るた めに 、 市有施 設に 訪問 サービ ス事 業者が 御利 用者

宅か ら排 出され たご み を時間 の制 限な く持ち 込め るごみ ステ ーシ

ョン を設 置する もの で ござい ます 。令 和６年 度は 、市内 ２か 所に

拠点 を設 置いた しま し て実証 事業 とし て課題 等の 検討を 行う 予定

でございます。



○稲田議長 渡辺議員。

○渡辺議員 対象者は何人ですか。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 対象者 数に つき まして は、 事前に 訪問 サー

ビス 事業 者を対 象と し ました アン ケー トを実 施し ました とこ ろ、

その 結果 を踏ま えま し て８０ 名程 度を 見込ん でい るとこ ろで ござ

います。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 対 象と な るごみ の種 類、 一般ご みと か不燃 ごみ とか

ある、それはどういう種類ですか。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 可燃ご みや 不燃 ごみを 含め まして 全区 分を

対象と考えております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 私 は、 こ の事業 を否 定す るもん でも 何でも ない です

し、 実証 事業と して や ってい ただ きた いんで すけ ども、 ここ で、

先ほ ど大 幅に経 費が と 言われ まし たけ ど、８ ０名 程度で すよ ね、

全市 で。 この方 以外 の がある かど うか ってい うの は、何 でこ れを

言う かっ て、実 態把 握 ってい うの が重 要なん です よね。 ふれ あい

収集 の、 環境省 でも 総 務省で も書 いて あるん です 。まず 実態 把握

です 。ど れぐら い困 っ てる方 がお られ るのか で、 これは ８０ 名で、

多分 生活 援助で すよ ね 。生活 援助 の２ ０分か ら４ ５分未 満の 中で

やっ てい こうと いう 話 だと思 うん です よ。そ うす ると、 これ は言

って みれ ば、訪 問サ ー ビスに よる 、い わゆる 福祉 型です よね 、福

祉型 を使 ってや ると 。 大体全 国で 福祉 部局で ふれ あいご み収 集を



やっ てる のは２ 1.５ ％ で す 。 こ れ は 同 じ で す 、 大 体 同 じ よう な形

態でやってます。訪問サービス等で行かれて。

ス テー ション を２ つ つくる と、 朝早 く行っ て、 それで ヘル パー

の方 が集 積所に 持っ て いかな きゃ いけ ないっ てい うのは 大変 です

し、 時間 が合わ ない 可 能性も あり ます から、 この やり方 自体 は私

は正 解だ と思う 、い つ でも持 って いけ ばいい とい うこと で。 ただ、

他市 でい くと、 廃棄 物 部局と いう のが ７３％ こう いった 収集 をや

って ます 、困っ た方 の 収集を やっ てる のは７ ３％ 。今回 は実 証事

業な んで 、この 福祉 部 門でや られ ると いうの には 反対は しま せん。

私 、や っても らっ た ほうが いい と思 うんで すけ ども、 その 話が

あっ たと きに一 つだ け 気にな るの が、 要は、 これ までは 家に 行っ

てス テー ション に持 っ ていく だけ です けども 、市 内２か 所に 持っ

てい くっ ていう こと は 、かな りお むつ とかい ろい ろ入っ た汚 物を

車に 積ん でそこ まで 持 ってい く。 当然 密閉す るよ うな容 器は 貸与

され ると は思う んで す よ。た だ、 それ は非常 に介 護の職 員の 方も

嫌が る方 もおら れる の かなと いう よう な不安 が少 しあり ます 、そ

れは 今ま でとは 違っ て ね。今 まで は、 それで も歩 いて持 って いけ

る距 離感 ですか ら、 そ れがス テー ショ ンまで 、そ の代わ り時 間は

自由 に出 せると いう よ うな内 容で すか ら、そ の実 証事業 の結 果が

どう なる のかっ てい う のは見 てい きた いなと 思い ます。 ただ 、や

っぱ り実 数とい うの 、 実態を きち っと 、今回 の実 証事業 は分 かっ

てま すよ 、ホー ムヘ ル パーの 関係 は分 かるん です けど、 実際 どれ

ぐら い困 ってお られ る かとい うの をつ かんで いた だきた い。 これ

は要望しておきたいと思います。

そ れで 、鳥取 市と 大 山町、 これ は戸 別収集 を行 ってま すが 、そ



の内容を伺います。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 鳥 取市 と大 山町が 行っ ている 戸別 収集

につ いて でござ いま す けれど も、 鳥取 市と大 山町 では、 原則 とし

てご みス テーシ ョン 収 集を実 施す ると ともに 、高 齢者や 障が いの

ある 方で ごみを 集積 場 所まで 持ち 出す ことが でき ない方 を対 象と

いた しま して、 要介 護 度、障 がい 等級 など一 定条 件を満 たし てい

る場 合に 、本人 など か らの申 請に より 戸別収 集を 行って いる もの

と承知しております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 こ れが ど っちか って いう と廃棄 物部 門が取 り組 むと

いう こと で、大 概の と ころは 家の 前に 密閉の 容器 を置い て、 その

中に 出す と戸別 に収 集 してい くと 。連 続でず っと 全部の 家じ ゃな

いん で、 当然１ 区画 、 私の校 区だ った ら、一 人独 居でっ てい う家

は、 あっ ても二 、三 軒 ですか 、家 にお られる って いうこ とで すか

ら、施設に入ってる者じゃないんで、そういうことです。

鳥 取市 、大山 町の 事 業内容 で実 施し た場合 、経 費が大 幅増 とな

るのか伺いたいと思います。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 鳥 取市 と大 山町の 事業 内容で 実施 した

場合 の経 費につ いて で ござい ます けれ ども、 鳥取 市の令 和４ 年度

の利 用実 績が約 １８ ０ 人と伺 って おり ます。 仮に 鳥取市 と同 程度

の利 用者 数、利 用状 況 とした 場合 に、 鳥取市 は１ 回の利 用に つき

まし て１ １０円 を委 託 業者に 支払 って おりま して 、年間 約２ ４０

万円 の経 費がか かる と 。そし て大 山町 のほう は、 １回の 利用 につ



き３ ３０ 円を委 託業 者 に支払 って おり まして 、年 間約７ ００ 万円

の経費の増額を見込んでおります。以上です。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 こ れも 、 結局、 鳥取 市で あって も１ ８０人 です 。決

して 多い 数字だ と思 い ません 。た だ、 これも 数字 のあれ で、 長寿

さん は８ ０って 答え て るんで す。 それ は１８ ０の 計算っ てい うの

は、 昨日 長寿さ んに は いただ いた んで 答弁を 、お ととい そち らか

らい ただ いたん で、 す り合わ せで も、 そこま で追 及する 必要 はな

いな と思 ったん です け ども、 やっ ぱり そこら 辺の 数字の 把握 って

いう のを やっぱ りき ち っとし てい ただ きたい 、そ れは要 望し てお

きます。

そ れで 、令和 元年 か ら、こ れは 知っ ておら れる と思う んで すけ

ども 、総 務省が 高齢 者 等世帯 に関 する ごみ出 し支 援、こ れが 創設

され てま す。所 定の 経 費につ いて 、か かる経 費に ついて は、 特別

交付 税措 置とし て５ ０ ％補助 する 。こ れで元 年か ら非常 に増 えて

ます 、ふ れあい 収集 が 。とい うの は、 半分は 国が 持って くれ る、

そう いう 制度が あり ま す。知 って おら れます よね 、これ はね 。だ

から この 金額を 言わ れ たのも 、鳥 取市 並みに 該当 者がお られ るよ

うで すと 、鳥取 市の 場 合だと １２ ０万 円、大 山町 、業者 さん との

でし ょう けど、 ３５ ０ 万円。 でも 今の ところ は鳥 取市並 みに 該当

者の方は把握されてないという状況だと思います。

今 後の 取組と して 、 福祉保 健部 局と 環境部 局か ら成る 構成 組織

で、 高齢 者、障 がい 者 対応に つい て検 討を進 めて おられ ます が、

集積 所に 運ぶこ とが 困 難な方 に対 する 戸別収 集、 これ検 討さ れて

るかどうか伺います。



○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 高 齢者 など の戸別 収集 の検討 につ いて

でご ざい ますけ れど も 、高齢 者な どの ごみ出 しが 困難な 方に 対す

る支 援に つきま して は 、既存 の福 祉制 度の活 用を 基本と しな がら、

福祉 保健 部局と 環境 部 局の連 携に より まして 検討 会を開 催し 、協

議を 行っ ており ます 。 既存の ごみ 出し 支援ツ ール の改善 、活 用の

ほか 、既 存福祉 サー ビ スの活 用に 向け た環境 整備 の実証 事業 など

を検 討し ており まし て 、多角 的な 支援 を図る 考え でござ いま す。

戸別 収集 の実施 につ き まして は、 現時 点では 考え ており ませ んが、

まず は現 在予定 して い る事業 をし っか りと実 施い たしま して 、そ

の上 で、 それら で支 援 できな い方 々に 対して 引き 続き検 討を 進め

ていく考えでございます。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 今 、当 初 予算で 上が って る実証 事業 、これ も進 めて

いた だき たいと 思う ん ですけ ども 、要 は福祉 部局 の数字 で動 いて

おら れる ってい うこ と で、こ れは 福祉 部局型 って やつで 、３ 割な

いん です 、全国 でも 。 何が違 うか って いうと 、福 祉部局 さん のは、

ヘル パー さんの 生活 支 援の中 で集 積所 へ持っ てい ったり とか やっ

ても らっ てる。 これ は 非常に 時間 帯が 合わな かっ たり、 曜日 が合

わな い可 能性が ある 。 今回は いつ でも 出せる とこ ろをつ くる 。で

も今 度は 距離感 って い うのが 出て くる 、時間 が出 てくる とい うこ

とで 、結 局これ はい わ ゆる廃 棄物 系の 部局が いく と、大 概が ふれ

あい 収集 、戸別 収集 に なって いく 、そ の半分 は国 が見る とい う状

況で すか ら、も うと に かく口 を酸 っぱ いよう に申 し上げ たい のは、

実態 の把 握をし てい た だきた いと いう ことを お願 いした いと いう



ふうに思います。

そ れで 、ごみ 集積 所 に運ぶ こと が困 難な方 がど れぐら いお られ

るの かっ ていう 質問 を 出して るん です けど、 ちょ っと一 応答 弁を

もらいます。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 ご み集 積場 所まで ごみ を運ぶ こと が困

難な 方の 人数に つい て でござ いま すけ ども、 ごみ 出しが 困難 な方

がい らっ しゃい ます と いう地 域か らの 情報が 寄せ られた り、 ごみ

集積 場所 が遠く て困 っ ている とい うよ うな御 相談 をいた だく こと

があ りま して、 その 都 度、個 別に 対応 は行っ てお ります けれ ども、

具体的な人数までは把握しておりません。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 今 回福 祉 型です から 、そ こでつ かん だ人数 の８ ０名

はや って いかれ ると 、 これは いい と思 うんで すけ ども、 今後 それ

を含 めて 実証事 業が 終 わって 何が 一番 困って る方 にいい のか って

いう とこ ろを考 える に は、や っぱ り口 は酸っ ぱい ように 申し 上げ

ます けど も、実 数、 実 態の把 握。 だか ら今回 は、 ２部局 でお 話し

合い した と言い ます け ども、 ちょ っと やりや すい 方向に 振っ てし

まったんじゃないかなというふうに考えます。

そ れで 、もう 一つ 伺 いたい のは 、自 治会未 加入 世帯、 これ 増加

して ます ね。先 ほど 申 し上げ まし たが 、６０ ％を 切って ます 、も

う米 子市 は。そ のよ う な世帯 の収 集は どのよ うに なって るの か伺

います。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 自 治会 未加 入世帯 のご みの収 集方 法に



つい てで ござい ます 。 ごみ集 積場 所の 設置及 び維 持管理 は、 地域

の実 情に 応じて 自治 会 などに お願 いし ている とこ ろでご ざい ます。

自治 会未 加入の 方の ご み集積 場所 の利 用の可 否は 、自治 会に より

様々 でご ざいま して 、 お近く のご み集 積場所 の管 理をさ れて いる

自治 会な どに相 談し て いただ くよ う御 案内し てい るとこ ろで ござ

います。

な お、 自治会 管理 の ごみ集 積場 所の 利用が 困難 な場合 は、 本市

のご み集 積場所 の設 置 管理に 関す る基 準に基 づき まして 、衛 生環

境及 び収 集作業 の安 全 性確保 など の条 件を満 たし た場合 は、 ごみ

集積 場所 の設置 を可 能 とする など とし て対応 して おりま す。 以上

です。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 こ れも 先 ほど申 し上 げた 、非常 に不 思議な んで すよ

ね。 ２０ ２２年 の３ 月 ３０日 で米 子市 の自治 会加 入率は ５ 8.５ ％

な ん で す 。 ４ １ ％ の 方 は 入 っ て な い。 さっき の答 弁でい きま すと、

衛生 管理 等がで きる な ら、ご み集 積場 所の設 置を 可能と して 対応

して ると 、ほぼ １０ ０ ％して るよ うに 先ほど の答 弁では 見え るん

です 。こ れもや っぱ り 実態を つか んで おられ ない という こと だと

思い ます よ。こ れ続 く 限りは 加入 率は 落ちま すよ 。入ら なく てご

み収 集を 市がや って く れる。 それ は当 たり前 のこ となん です けど

も、 だけ ど、こ れは も ろ刃の 剣な んで 、そこ ら辺 きちっ とま た数

字が分かったら教えていただきたいと思います。

自 治会 の協力 を得 な がら集 積所 の集 約を行 って ると。 収集 運搬

の効 率化 という こと は 私も理 解で きま すが、 家か らの距 離が だん

だん 遠く なって いっ て ると。 排出 困難 者が増 える おそれ があ ると



思うんですけど、どのような対応をしてるのか伺います。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 ご み集 積場 所設置 の際 の配慮 につ いて

でご ざい ますが 、ご み 集積場 所の 設置 及び維 持管 理は、 地域 の実

情に 応じ て自治 会な ど にお願 いを して いると ころ でござ いま して、

集約 場所 の選定 に当 た っては 、各 家庭 からの 距離 などを 含め 、地

域の 実情 を考慮 した 上 で選定 を行 われ ている もの と承知 して おり

ます。

高 齢者 などの ごみ 出 しが困 難な 方に 対する 支援 につき まし ては、

福祉 保健 部局と 環境 部 局から 成る 庁内 組織で 検討 を進め てい ると

ころでございます。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 今 、環 境 省も総 務省 もこ の問題 には 非常に 熱く 見と

られ ます 。今後 も数 十 年はど んど んど んどん こう いった ごみ 出し

困難 な方 が増え ると い うふう に両 省と も言っ てお られま す。 そう

いう 中で 、いろ んな 補 助制度 等も しな がら、 ふれ あい収 集等 を開

始し てる ところ も多 く ありま す。 研究 してい ただ きたい と思 いま

す。

集 積せ ずに収 集、 こ れも今 後も 継続 してい く、 これは 反対 しま

せん 。今 後は、 社会 情 勢の変 化や 地域 の実情 に応 じて集 積所 の利

便性 とか 見た目 です よ ね、山 積み のご みが半 日も あると か、 そう

いう 美観 などに つい て も市と して 工夫 する必 要が 今の状 況で ある

と考えるんですけど、見解を伺います。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 集 積場 所の 利便性 や美 観など につ いて



でご ざい ます。 重ね て の御答 弁と なり ますけ ども 、ごみ 集積 場所

の設 置及 び維持 管理 は 、地域 の実 情に 応じて 自治 会など にお 願い

して おり まして 、設 置 場所や 置場 の形 式など の選 定に当 たっ ては、

住民 の利 便性や 景観 な どを含 めて 地域 の実情 を考 慮した 上で 選定

され てい るもの と承 知 してお りま す。 引き続 き自 治会な どと 協力

しな がら 、ごみ 集積 場 所の清 潔の 保持 に努め まし て、生 活環 境の

保全及び公衆衛生の向上に努めてまいりたいと考えております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 私 が言 い たいの は、 集積 、だん だん まとめ てい くと、

ごみ の量 が増え るん で すよね 、要 は２ つだっ たの が１個 にな ると。

それに対する美観の話ですね、すぐには取りに来れないんで。

こ れ最 後の質 問な ん ですけ ども 、究 極です 。今 後、数 十年 間は

こう いっ た家庭 が増 え ていく とい う状 況下で 、平 塚市は 、令 和元

年に 逆に 可燃ご みの 戸 別収集 の社 会実 験を行 われ ました 。現 在は

戸別 収集 を行い 、随 時 対象地 域を 拡大 してい ます 。どう いっ た面

がメ リッ トがあ った か ってい うの は多 分見て いた だいて ると 思う

んで すけ ど、本 市も す ぐそう いう こと をやっ てい ただき たい とは

言い ませ んけど も、 社 会実験 等を 行っ てみて はい かがで しょ うか。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 戸 別収 集の 実証事 業の 検討に つい てで

ござ いま すけれ ども 、 先ほど の答 弁の とおり 、本 市は、 ごみ 置場

のス テー ション 化を 進 めてお りま して 、現時 点で は戸別 収集 の社

会実 験に ついて は考 え ており ませ ん。 なお、 高齢 者など への ごみ

出し 支援 につき まし て は、福 祉部 局と 環境部 局と の連携 によ り検

討を 進め ており まし て 、引き 続き 本市 の実情 に応 じた施 策の 検討



を進めてまいりたいと考えております。

○稲田議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 実 情に 応 じるた めに は実 情の把 握っ ていう のが 必要

だと 思い ますよ 。そ れ と、高 齢化 、核 家族化 、こ れはど んど ん進

んで いく んです 。そ う いう中 で、 自治 会の加 入率 も右肩 下が りに

米子 市は 今下が って い ってま す。 そう いう中 で、 ステー ショ ン化

だけ でや ってい ける の かどう なの かも 含めて 、ど ちらか 、経 費の

問題 もあ るんで 、要 は 社会実 験す るの は私は され てもい いの かな

とい うふ うには 考え ま す。こ れを 変え ると、 行政 に払う お金 の問

題と か時 間の問 題が 出 てくる と思 うん で、戸 別収 集を全 部や れと

言う つも りはな いで す 。ない んで すけ ども、 この 数十年 後を 見越

した 考え 方で取 り組 ん でいた だき たい のと、 何度 も言い ます けど

も、 実態 把握を お願 い します 。そ うで ないと 実態 に応じ た取 組は

できないと私は思いますので、よろしくお願いします。

昨 日か らの３ ００ 分 、ちょ っと 残っ てしま いま したけ ども 、自

由創 政、 これで 代表 質 問は終 わり たい と思い ます 。これ で退 任さ

れる 方の お話は 奥岩 議 員から も言 って いただ いた んであ れで すけ

ども 、我 々も、 この 代 表質問 、そ の前 の会派 要望 も含め て来 年度

に向 けて 当局と 切磋 琢 磨しな がら 、提 案する こと は提案 し、 いい

こと はい い、悪 いこ と は悪い で議 論を 進めて まい ろうと 考え てお

りま すの で、今 後と も 、いい 議論 が議 場でも 、ま た議場 の外 でも

でき るよ うに考 えて お ります ので 、当 局の皆 様に もいろ いろ と御

伝授 いた だきま すよ う にお願 いを 申し 上げま して 、自由 創政 の代

表質問を終わりとしたいと思います。ありがとうございました。

○稲田議長 以上で本日の日程は終了いたしました。



お 諮り いたし ます 。 本日は これ をも って散 会し 、明７ 日午 前１

０時 から 会議を 開き た いと思 いま す。 これに 御異 議あり ませ んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○稲田議長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。

本日はこれをもって散会いたします。

午後３時０１分 散会


